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はじめに

ここでは、関連するドキュメントと、フィードバックを送信するプロセスについて
説明します。またドキュメントの変更履歴も示します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連マニュアル」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFおよびHTML)」
■ 7ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Fire X4800サーバーの詳細については、Sun Fire X4800サーバーの製品サイトを参
照してください。

http://www.oracle.com/goto/x4800

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ サポートされているオペレーティングシステム
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード
■ サポートされているオプションカード
■ 外部ストレージオプション

関連マニュアル
次の一覧は、Oracle Sun Fire X4800サーバーに関連するドキュメントの一覧です。こ
れらのドキュメントとその他のサポートドキュメントは、次のWebサイトで入手で
きます。

http://www.oracle.com/goto/x4800
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun X4800サーバー固有
のドキュメント

Sun Fire X4800サーバー製品ド
キュメント

アスタリスク (*)が付いているすべ
てのドキュメントの統合HTML
版。検索と索引が含まれる。

『Sun Fire X4800サーバーご使用の
手引き』

図を多用した、設定のためのク
イックリファレンス。

『Sun Fire X4800サーバー設置マ
ニュアル』

最初の電源投入まで
の、サーバーの設置、ラック取り
付け、および設定方法。

『Sun Fire X4800サーバーご使用に
あたって』

サーバーに関する重要な最新情
報。

『Sun Installation Assistant 2.3
through 2.4 User’s Guide for x64
Servers』

サポート対象のWindowsまたは
Linux OSの補助付きインス
トール、ファームウェアのアップ
グレード、およびその他の作業に
使用する Sunのツール。

『Sun Fire X4800サーバーOracle
Solarisオペレーティングシステム
設置マニュアル』

Oracle Solaris OSをサーバーにイン
ストールする方法。

『Sun Fire X4800サーバー Linuxオ
ペレーティングシステム設置マ
ニュアル』

サポート対象の Linux OSを
サーバーにインストールする方
法。

『Sun Fire X4800サーバーWindows
オペレーティングシステム設置マ
ニュアル』

サポート対象のバージョンの
Microsoft Windowsをサーバーにイ
ンストールする方法。

『Sun Fire X4800 Server Diagnostics
Guide』

サーバーの問題を診断する方法。

『Sun Fire X4800サーバーサービス
マニュアル』

サーバーのサービスと保守の方
法。

『Sun Fire X4800 Server Safety and
Compliance Guide』

サーバーの安全性および適合性に
関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル
Sun Fire X4800サーバー』

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補足
情報。

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされてい
るユーティリティの使用方法。

保守ラベル シャーシとCPUモジュールにある
保守ラベルのコピー。

関連マニュアル

Sun Fire X4800サーバーOracle Solarisオペレーティングシステム設置マニュアル • 2010年 7
月、Revision A
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Integrated Controller
Disk Management

『Sun x64 Server Disk Management
Overview』

サーバーの記憶域の管理に関する
情報。

x86 Servers Applications
and Utilities Reference
Documentation

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされてい
るユーティリティの使用方法。

Oracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM) 3.0
Documentation (以前の
Sun Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0ド
キュメント)

『Sun Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Feature Updates and
Release Notes』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Getting Started
Guide』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Concepts
Guide』

ILOM 3.0の概念に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface
Procedures Guide』

ILOMをWebインタフェースを通
じて使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 CLI Procedures
Guide』

コマンドによって ILOMを使用す
る方法。

『Sun Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Management Protocols
Reference Guide』

管理プロトコルに関する情報。

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/secure/products-n-solutions/hardware/docs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルとパーツ番号を記載してくださ
い。

ドキュメントのコメント
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変更履歴
このドキュメントセットには次の変更が加えられています。

■ 2010年 4月 –設置マニュアルのリリース
■ 2010年 6月 –設置マニュアルおよびご使用の手引きの再リリース
■ 2010年 7月 –その他のドキュメントの初回リリース

変更履歴

Sun Fire X4800サーバーOracle Solarisオペレーティングシステム設置マニュアル • 2010年 7
月、Revision A
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Oracle Solaris 10 OSのインストールの概要

本書には、サーバーにOracle Solaris 10 OSをインストールする方法、およびOracle
Solarisのインストールマニュアルが提示されています。本書では次の項目について
説明します。

説明 リンク

Solaris 10 OSのインストール前に行う準備作業。 11ページの「OSをインストールする前の準備
作業」

ブートディスク上の既存のボリュームを消去す
る方法。

11ページの「ブートハードディスクの消去方
法」

ブートディスク上に必要な仮想ドライブボ
リュームを作成する方法。

12ページの「仮想ディスクの作成」

OSのインストール作業の概要。 29ページの「Solaris 10 OSのインストール作
業」

インストール方法を決定する。 30ページの「インストール方法の選択」

Solaris OSのインストールマニュアルを入手す
る。

31ページの「Solaris 10ドキュメントの入手方
法」

論理ネットワークポートと物理ネットワーク
ポートを特定する。

32ページの「Solaris OSインストール用の論理お
よび物理ネットワークインタフェース名の特
定」
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OSをインストールする前の準備作業

オペレーティングシステムをインストールするには、事前に特定の作業を行う必要
があります。この作業は、OSがブートドライブにすでにインストールされているか
どうか、またはこれまでにパーティションが設定されていない新しいドライブであ
るかどうかによって異なります。

■ サーバーのブートハードディスクに Solaris以外のオペレーティングシステムがイ
ンストールされている場合は、Solarisをインストールするために消去しなければ
ならないことがあります。11ページの「ブートハードディスクの消去方法」を
参照してください。

■ サーバーに Solarisがプリインストールされていない場合は、サーバーのHBAソ
フトウェアを使用して論理ドライブを作成する必要があります。作成しない
と、Solarisのインストールプログラムがサーバーのディスクドライブを認識でき
ません。12ページの「仮想ディスクの作成」を参照してください。

■ RAIDアレイの一部になっているディスクにOSをインストールする場合は、OS
をインストールする前にRAIDアレイを設定する必要があります。詳細
は、サーバーのディスク管理の各種ドキュメントを参照してください。12
ページの「仮想ディスクの作成」を参照してください。

▼ ブートハードディスクの消去方法
サーバーのブートディスクに不要なオペレーティングシステムがインストールされ
ている場合は、このセクションで説明する方法に従って消去することができます。

この手順を開始する前に、Tools and Drivers CDを入手してください。

注意 –この手順を実行すると、ハードドライブのすべてのデータが消去されます。必
要なデータはこの手順を開始する前にバックアップしてください。

ハードドライブ上の必要なデータをバックアップします。

サーバーのCD/DVDドライブにTools and Drivers CDを挿入します。
サーバーにCD/DVDドライブがない場合は、リモートコンソール (JavaRConsole)を
使用します。『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「システムコンソールへ
の接続」を参照してください。

始める前に

1

2
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ツールとドライバのCDからシステムをブートします。
ツールとドライバのメインメニューが表示されます。

メインメニューから「Erase Primary Boot Hard Disk (プライマリブートハードディスク
を消去する)」を選択します。
このオプションを選択すると、プライマリハードドライブ上に現在あるすべての
パーティション (診断パーティションを除く)が消去されます。診断パーティション
がある場合、これは消去されません。

12ページの「仮想ディスクの作成」に進みます。

仮想ディスクの作成
オペレーティングシステムをインストールする前に、サーバー上に仮想ディスクを
作成して、イメージのダウンロードに必要な領域を確保する必要があります。この
ダウンロードによってディスクの内容が消去されます。

仮想ディスクは、オペレーティングシステムのダウンロード用の LSIファームウェア
から作成できます。LSIファームウェアには、サーバーの起動時のみアクセスできま
す。Windowsが起動される前に LSIバナーが表示されているときに、Ctrlキーを押し
ながらHキーを押すと、LSIインタフェースが表示されます。

注 –仮想ディスクは、Tools and Drivers DVDの追加ドライバを通じてインストールさ
れるMegaRAIDソフトウェアから作成することもできますが、オペレーティングシ
ステムのインストールには使用しないでください。

12ページの「仮想ディスクの作成方法」を参照してください。

▼ 仮想ディスクの作成方法

サーバーには、サービスプロセッサ (SP)モジュールの IPアドレスを使用してログイ
ンします。

GUIウィンドウで「Remote Control」タブをクリックして、ILOMリモートコント
ロールを起動します。

「KVMS」タブを選択します。

「Mouse Mode」で「Relative」を選択して、「Save」をクリックします。

3

4

次の手順

1

2

3

4

仮想ディスクの作成
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注 –「Relative」オプションを選択すると、リモートコンソールでマウスをウィンド
ウからウィンドウに動かすことができるようになります。この手順の最後で、この
マウス設定を「Absolute」に変更するよう求められます。

「Redirection (リダイレクション)」タブをクリックします。「Redirection」画面
で、「Launch Remote Console」をクリックします。

「ILOM 3.0 Remote Console」ウィンドウが表示されます。

「Devices」メニューで「Mouse」を選択してマウスを有効にします。

システムを再起動して、LSIバナーが表示されるまで待ちます。バナーページにデバ
イスが表示されたら、Ctrlキーを押しながらHキーを押します。

「Adapter Selection」画面で、「Start」をクリックします。

「MegaRaid BIOS Config Utility Virtual Configuration」画面が表示されます。

5

6

7

8

仮想ディスクの作成
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「MegaRaid BIOS Config Utility Virtual Configuration」画面で、「Configuration Wizard」を
選択します。

9

仮想ディスクの作成

Sun Fire X4800サーバーOracle Solarisオペレーティングシステム設置マニュアル • 2010年 7
月、Revision A
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「Configuration Wizard」画面で「New Configuration」を選択して、「Next」をク
リックします。

「Manual Configuration」を選択します。

「Automatic Configuration」を選択すると、システム上のすべてのハードドライブを
含む単一の仮想ドライブが作成されます。複数のドライブがストライプセット
(RAID0)として設定され、結合された記憶域の単一の仮想ドライブとして表示されま
す。これは、複数の障害ポイントが発生するため、望ましくない場合がありま

10

11

仮想ディスクの作成
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す。つまり、1つのドライブに障害が発生すると、システムが起動しなくなるという
ことです。1つを除き、すべてのドライブを取り外す必要があります。また
は、「Manual Configuration」を選択して、1つのハードドライブだけを使用して仮想
ドライブを作成することもできます。

確認ウィンドウが表示されたら、「Yes」をクリックします。12

仮想ディスクの作成

Sun Fire X4800サーバーOracle Solarisオペレーティングシステム設置マニュアル • 2010年 7
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「MegaRAID BIOS Config Utility Config Wizard – Drive Group Definition」画面に、システム
内のドライブとドライブグループが表示されます。目的のドライブを選択し
て、「Add To Array」をクリックします。

13

仮想ディスクの作成
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「Accept DG」をクリックしてドライブグループを作成します。

Drive Group0が表示されます。

「次へ」をクリックします。

注 –ドライブグループの選択は、「Reclaim」ボタンをクリックして取り消すことが
できます。

14

15

仮想ディスクの作成
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ドライブグループが「Span Definition」ウィンドウに表示されます。「Add to
SPAN」をクリックします。

16

仮想ディスクの作成
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ドライブグループが「Span」に表示されます。「次へ」をクリックします。17

仮想ディスクの作成
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「Virtual Drive Definition」画面が表示されます。仮想ドライブのRAIDレベルと設定値
を設定して、「Accept」をクリックします。

RAIDの設定については、サーバーのディスク管理マニュアルを参照してください。

「Write Back with BBU mode」を確認するプロンプトが表示されたら、「Yes」をク
リックします。

18

19

仮想ディスクの作成
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「Config Wizard」ウィンドウで、「Next」をクリックします。20

仮想ディスクの作成
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「Preview」画面が表示されます。仮想ドライブにDrive Group 0が含まれていること
がわかります。

この図は、「Manual Configuration」オプションを使用した単一の仮想ドライブを示
しています。

設定を保存します。

21

22

仮想ディスクの作成
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プロンプトに対して「Yes」をクリックします。仮想ドライブのすべてのデータが削
除されます。初期化するかどうかを指定します。

「Yes」をクリックして終了します。

「Please Reboot Your System」と表示されたら、Altキーを押しながらBキーを押し
て、キーボードプルダウンメニューを表示させます。

注意 –この手順を実行しない場合は、次の手順で「Control Alt Delete」を選択したと
きにローカルマシンが再起動されます。

23

24

25

仮想ディスクの作成
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矢印キーを使用してメニュー内の「Control Alt Delete」を選択し、リモートシステム
を再起動します。Enterを押します。

元の画面に戻り、マウスモードを「Absolute」に設定します。

a. 「Remote Control」画面で「KVMS」タブを選択します。

b. 「Mouse Mode」で「Absolute」を選択します。

c. 「Save (保存)」をクリックします。

26

27

仮想ディスクの作成
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▼ ブートドライブを設定する方法
作成した仮想ドライブにオペレーティングシステムをインストールする場合は、ド
ライブをブートドライブとして設定する必要があります。

「Configuration Wizard」画面で「Virtual Drives」を選択します。

「MegaRAID BIOS Config Utility Virtual Drives Configuration」画面が表示されます。

1

仮想ディスクの作成
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オプションの 1つとして「Set_Boot Drive (current=none)」が表示されているかどうか
を確認します。

「Set_Boot Drive (current=none)」オプションが表示されている場合は、ブートドライ
ブが設定されていません。

「Set_Boot Drive (current=none)」をオンにして、「Go」をクリックします。

2

3

仮想ディスクの作成
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Solaris 10 OSのインストール作業

次の表に、Solarisのインストールの作業マップを示します。

タスク 説明 指示書

サーバーをセットアップしま
す。

サーバーハードウェアを設置
し、サービスプロセッサを設定
します。

『Sun Fire X4800サーバー設置
マニュアル』

『Sun Fire X4800サーバーご使
用にあたって』を確認する。

このドキュメントには、Solaris
OSソフトウェアおよびパッチに
関する最新情報が記載されてい
ます。

『Sun Fire X4800 Server Product
Notes (Sun Fire X4800
サーバーご使用にあたって)』

インストール方法を選択する。 インストール方法を選択し、手
順を確認します。

30ページの「インストール方
法の選択」

Solaris OSのインストールマ
ニュアルを特定する。

ソフトウェアに添付されている
Solaris OSのマニュアルには、イ
ンストールについて知っておく
必要のある情報の大部分が記載
されています。

31ページの「Solaris 10ド
キュメントの入手方法」

各ネットワークインタフェース
の論理名と物理名を特定する。

OSのインストール時には、各
ネットワークインタフェースの
(OSによって割り当てられた)論
理名と物理名 (MACアドレス)を
指定する必要があります。

32ページの「Solaris OSインス
トール用の論理および物理
ネットワークインタフェース
名の特定」

必要なOSパッチをインス
トールする。

SunsolveでOSの最新のパッチを
確認します。

注 – Solaris 10 10/09 OSで Solaris
FMA (障害管理アーキテクチャ)
を使用するには、OSのインス
トール後に 142901–09以降の
パッチをインストールする必要
があります。

http://sunsolve.sun.com/
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インストール方法の選択
このサーバーは、次に示す Solaris OSインストール方法をサポートしています。

■ 『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「オペレーティングシステムの
セットアップ」の説明に従って、ハードドライブ上にプリインストールされてい
る Solaris 10 10/09 OSイメージから起動します。

■ DVDまたはCD-ROMメディアから、Solarisのインストールプログラムに表示さ
れる手順に従って 1台のサーバーにインストールします。

Solaris 10 OS DVDまたはCDに収録されている Solarisインストールプログラム
は、グラフィカルユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI)を使用
して、またはリモートコンソールで対話式テキストインストーラとして実行でき
ます。Solaris Device Configuration Assistantは、Solarisインストールプログラムに含
まれています。

■ PXE (Preboot Execution Environment)技術を利用して、次の方法により、ネット
ワーク経由で 1台または複数台のサーバーにインストールします。
■ リモートのDVDイメージまたはCDイメージから、ネットワーク経由で

Solarisのインストールプログラムを使用します。
■ JumpStartを使用したインストール
■ ディスクレスブートを実行します。

■ シリアルコンソールを使用したインストール

注 – Solaris OSには、広域ネットワーク (WAN)を経由したブートなど、その他のイン
ストールプログラムが用意されていますが、サーバーでは本書に記載された方法の
みがサポートされています。

次の表に、Solaris OSのインストールに利用できるインストール方法を示します。

方法 説明 指示書

プリインストールイメージから
ブートします。

設定によっては、Solaris OSの
イメージがハードドライブにプ
リインストールされている場合
があります。

『Sun Fire X4800サーバー設置
マニュアル』

DVDメディアまたはCD-ROM
メディアからインストールしま
す。

DVDまたはCD-ROMにある
Solarisのインストールプログラ
ムを使用して、表示される手順
に従って 1台のサーバーにイン
ストールします。

『 Solaris 10 10/09インストール
ガイド (基本編)』の x86のイン
ストール手順に従います。

インストール方法の選択
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方法 説明 指示書

PXEを使用してネットワークか
らインストールします。

リモートのDVDイメージまた
はCDイメージからネット
ワーク経由で Solaris OSをイン
ストールする場合、または
JumpStartによりインストール
処理を自動化し、複数のシステ
ムにインストールする場合
は、PXEインストールを実行す
る必要があります。

PXEを使用してネットワーク経
由でブートするには、インス
トールサーバーとDHCP
サーバーをセットアップ
し、ネットワークからブートす
る各サーバーで BIOSを構成す
る必要があります。

『 Solaris 10 10/09インストール
ガイド (カスタムJumpStart/上級
編)』の x86 PXEのインストール
手順に従います。

PXEベースのネットワークイン
ストールでシリアルコンソール
を使用して Solaris OSをインス
トールします。

『 Solaris 10 10/09インストール
ガイド (ネットワークインス
トール)』の x86 PXEのインス
トール手順に従います。

ハードドライブを使用せず
に、サーバーで Solaris OSを
ブートします。この方法
は、PXEベースのネットワーク
インストールで使用します。

『 Solaris 10 10/09インストール
ガイド (ネットワークインス
トール)』の x86 PXEのインス
トール手順に従います。

関連項目:

■ 31ページの「Solaris 10ドキュメントの入手方法」
■ 32ページの「Solaris OSインストール用の論理および物理ネットワークインタ
フェース名の特定」

Solaris 10ドキュメントの入手方法
Solaris 10 OSのマニュアルは、Webサイト (http://docs.sun.com/)から入手できま
す。

指定されている場合は、必ず x86システムに固有の手順に従ってください。

■ Solaris 10のインストールガイドについては、『Solaris 10 10/09 Release and
Installation Collection (Solaris 10 10/09リリースおよびインストールのドキュメント
コレクション)』を参照してください。

Solaris 10ドキュメントの入手方法
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■ Solaris 10の管理者ガイドについては、『Solaris 10 System Administrator Collection
(Solaris 10システム管理者コレクション)』を参照してください。

■ システムのアップグレードについては、『 Solaris 10 10/09インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』を参照してください。

■ トラブルシューティングについては、『 Solaris 10 10/09インストールガイド (カス
タムJumpStart/上級編)』の「付録A」を参照してください。

■ パッチおよびその他の最新情報については、『Sun Fire X4800サーバーご使用にあ
たって』を参照してください。パッチと説明は、http://www.sunsolve.sun.comに
ある SunSolveのパッチポータルで入手できます。

Solaris 10のマニュアルは、Solaris OSソフトウェアに添付されている Solaris
Documentation DVDにも収録されています。

Solaris OSインストール用の論理および物理ネットワーク
インタフェース名の特定

ネットワークに接続されたサーバーのオペレーテイングシステムの設定時には、各
ネットワークインタフェースの (OSによって割り当てられた)論理名および物理名
(MACアドレス)を指定しなければならない場合があります。ここでは、この情報を
取得する方法を説明します。

■ 32ページの「論理および物理ネットワークインタフェース名の特定方法」

▼ 論理および物理ネットワークインタフェース名の特定方法
論理名および物理名 (MACアドレス)を含む、MACアドレスとネットワークインタ
フェースに関する情報を表示するには、この手順を使用します。

「Install Type (インストールタイプ)」メニューで、「Option (6) Single User Shell (オプ
ション (6)単一ユーザーシェル)」を選択して、Enterを押します。

注 –別の方法として、これらのコマンドをコマンドシェルから実行することもできま
す。

OSインスタンスのマウントに関するメッセージが表示されたら、qを選択しま
す。OSインスタンスはマウントしません。

1
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メッセージ "Starting Shell"が表示されます。次の図は例を示しています。

コマンドプロンプト (#)で次のコマンドを入力して、すべてのネットワークインタ
フェースをplumbします。
# ifconfig -a plumb

注 – plumbプロセスには時間がかかることがあります。

コマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。
# ifconfig -a

2

3
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Solarisの名前付きインタフェースおよびMACアドレスの出力が表示されます。たと
えば、次のように入力します。

上の出力例では、以下のようになっています。

■ 最初の列の el000g#エントリは、Solaris論理名付きインタフェースです。出力の
最初の列は、Solarisがネットワークインタフェースに割り当てた論理名を表しま
す。

■ 2列目 (3行目)の ether #:#:#:#:#:#エントリは、ネットワークポートの物理MAC
アドレス名です。

たとえば、次のように入力します。

Solarisの名前付きネットワークインタフェース「e1000g0」の物理MACアドレス
は、「0:14:4f:c:a1:ee」です。

この情報をファイルに保存するか、書き留めます。

最後に、システム設定スクリプトを開始するには、コマンド行
に「sys-unconfig(1M)」と入力します。

このコマンドは、システム設定を工場出荷時のデフォルトに復元します。

注意 – sys-unconfig(1M)コマンドを実行するとシステムが停止し、工場出荷時の設定
が復元されます。このコマンドは、システムを再構成する場合以外は実行しないで
ください。

4

5
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たとえば、次のように入力します。

# sys-unconfig

WARNING

This program will unconfigure your system. It will cause it

to revert to a "blank" system - it will not have a name or know

about other systems or networks.

This program will also halt the system.

Do you want to continue (y/n) ?

システムが再起動され、設定スクリプトが開始されます。

Solaris OSインストール用の論理および物理ネットワークインタフェース名の特定
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